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Ⅰ．はじめに
　障害児の育児では，こどもの健康状態や発達段階に合
わせた判断・対処，日常的な医療的ケアなど，観察や対
応に個別性の高い知識，技術を必要とし，ケアに困難さ
や複雑さを伴うことが多い。これらの世話や関わりの困
難さ，個別性の高さは，直接的に児を世話している母親
と，間接的に育児に関わる父親の，育児に対する認識の
ずれを生じさせやすく，父親の育児への関わりを困難に
し，母親がひとりで育児を負担する状況を強め，育児の
困難感を高める原因となる１） ２）。特に，乳幼児期の障害
児をもつ家族は，家族発達の初期段階にあり，家族とし
ての結びつきが未成熟であること３） ４）から，育児や療
養行動からの負担が，家族発達上の課題である夫婦の信
頼関係の構築，新しい家族としての結びつきの確立，夫
婦役割・親役割の獲得などに影響しやすく，家族が脆弱
になりやすい状況にあるといえる。
　研究者が実施した，難治性てんかんをもつ乳幼児の家
族を対象とした研究５）では，両親が児の状態のとらえ
方や対処行動について互いに理解しあい，相互にサポー
トしあうことを促す必要性が示唆され，また，障害を
もつ乳幼児の家族の日常生活の体験に関するメタ研究６）
では，家族内のサポートが，家族のノーマリゼーション
の促進要因となっていることが示されている。これよ
り，このような家族に対しては家族発達段階の特徴を踏
まえ，両親が互いの育児を認め合い，助け合っていると
いう認識，すなわち育児における協働感に着目し，両親
の相互協力を促す看護援助を開発する必要があると考え
る。
　本研究に先行する，障害児を育てる両親の育児におけ
る協働感の特徴に関する量的検討７）では，障害児を育
てる両親において，ともに育児をするチームとしての感
覚，夫または妻が育児にかかわる時間をつくること，自
分の育児への関わりを夫または妻が楽にしてくれるとい
う感覚に違いが生じやすいことが示された。また，両親
間の協働感の差は，夫または妻から支えられている感覚
の低さ，父親の育児協力への母親の評価の低さと関連し
ており，両親をペアとしてみた時の協働感の差に着目し，
援助を考える必要性が示唆された。
　本研究では，この結果に基づき，育児における協働感
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と両親の相互協力のあり様の関連を記述的に明らかとす
ることにより，両親の相互協力を促進する看護援助モデ
ルの基礎資料とすることを目的とする。
Ⅱ．用語の定義
１．両親の育児における相互協力
　乳幼児期の障害児をもつ両親が，子どもの様々なニー
ドへの対処を家族の日常生活に組み込みつつ，家族とし
ての生活を維持できるよう行う行動
２．両親の育児における相互協力のあり様
　相互協力を通しての，両親の育児における関わりあい
の実際であり，〔両親のコミュニケーションと働きかけ〕，
〔父親の役割認識と母親の役割期待〕，〔父親の育児行動，
母親へのサポート行動に対する両親それぞれの知覚・評
価〕からなる。
３．育児における協働感
　両親が互いの育児を認め合い，助け合っているという
認識
Ⅲ．研究方法
１．研究対象
　肢体不自由児施設の外来に通院する，在宅で乳幼児期
の障害児を育てる母親，父親で，両親ともに子どもと一
緒に生活しており，両親双方から研究参加への同意が得
られたものを対象とした。
２．データ収集方法
１）育児における協働感
　両親の育児における協働感の程度を知るため，母親，
父親それぞれに，日本版Parenting Alliance Measure（以
下PAM）による測定を実施した。PAMは，Abidin, R. R. 
ら８）により開発された，20項目，１因子構造からなる
尺度である。回答は，「１：全くちがう」～「５：全く
そのとおり」の５段階リカートスケール法で，各項目の
得点を加算したものをPAM総得点とし，高得点ほど育
児における協働感が高いことを示す。本研究に着手する
に当たり，研究者らが日本版を開発し，信頼性，妥当性
を確認した。 
２）母親，父親に対する半構成面接
　母親，父親それぞれの，育児における相互協力のあり
様を知るため，面接ガイドに基づく30～45分程度の半構
成面接を行う。面接は母親，父親別に実施し，承諾が得
られた場合は面接内容を録音する。
３）家族，児の基本情報
　児の年齢，性別，家族構成，母親・父親の年齢，就労
状況，勤務時間，休みの頻度と，障害 /疾患名，医療的
ケアの有無と種類，通園等の利用と，児の重症度につい
ての情報を収集した。
３．分析方法
　両親双方から回答が得られたものを分析対象とした。
　まず個別分析として，PAMによるデータは，障害児
の両親42組を対象にPAMを実施した調査７）の結果から
作成したパーセンタイル表を基に，母親，父親別にパー
センタイル値を算出した。面接によるデータは，逐語録
から，〔両親のコミュニケーションと働きかけ〕，〔父親
の役割認識と母親の役割期待〕，〔父親の育児行動，母親
へのサポート行動に対する両親それぞれの知覚・評価〕
を表している文脈を抽出し，ケースごとに整理した。
　次に全体分析として，各ケースのPAMのパーセンタ
イル値の比較によりケースを分類し，分類ごとにケース
の特徴を記述した。
４．倫理的配慮
　本研究は，千葉大学看護学部倫理審査委員会の承認を
受け，実施した。なお，対象候補者選定に際しては，児
の身体状態，両親の障害受容段階，家族員間の関係など
により，質問紙への回答，面接の内容が不快感を与える
場合があることを予測し，事前に研究協力施設の外来師
長，看護スタッフと相談する機会を設け，対象者の不利
益が排除されるように配慮した。
Ⅳ．結　果
１．対象の概要
　対象の概要を表１に示す。対象となった両親は６組で
あり，児の年齢は１歳０ヶ月から６歳７ヶ月で，男児４
名，女児２名であった。障害・疾患は，脳性麻痺，多発
奇形，発達遅滞などであり，６名中５名が，経管栄養，
吸引などの医療的ケアを日常的に実施していた。
２．両親の育児における協働感と相互協力のあり様
　各ケースのPAMの結果を表２に示す。両親のPAMの
パーセンタイル値を比較し，両親ともに70パーセンタイ
ル以上のケースを「協働感が両親ともに高かったケー
ス」，両親のパーセンタイル値に40パーセンタイル以上
の差が見られたケースを「協働感に差がみられたケー
ス」，両親ともに30パーセンタイル未満であったケース
を「協働感が両親ともに低かったケース」として分類し，
両親の相互協力のあり様を比較した。（表３）
１）育児における協働感が両親ともに高かったケース
　育児における協働感が両親ともに高かったケースは
D，Fであった。
　〔両親のコミュニケーションと働きかけ〕では，母親
からの役割期待が父親に示されており，それらは，父親
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表１　対象の概要
ケース A B C D E F
児年齢・性別
１歳０か月
男児
１歳２か月
女児
１歳７か月
男児
２歳１か月 
男児
２歳10か月
女児
６歳７か月
男児
疾患
重症仮死
後遺症
脳性麻痺 低酸素性脳症 脳性麻痺 多発奇形
中枢神経系
奇形
医療的ケアの
有無
経管栄養
吸引
なし
経管栄養
吸引
経管栄養
吸引
経管栄養
吸引
酸素使用
経管栄養
吸引
酸素使用
両親の年齢 30代前半 30代前半 30代後半 30代前半 30代前半 30代後半
表２　各ケースのPAMの得点とパーセンタイル値
ケース A B C D E F
PAM母親 72 （60） 65 （25） 66 （30） 85 （80-85） 72 （50-60） 88 （85-90）
PAM父親 73 （20） 75 （25） 84 （80） 86 （85-90） 98 （99）　 83 （75）　
（　）内はパーセンタイル値　
表３　両親の協働感と相互協力のあり様の比較
両親ともに協働感が高い（ケースD，F） 両親の協働感に差がある（ケースA，C，E）
両親ともに協働感が低い（ケースB）
両親のコミュ
ニケーション
と働きかけ
・ 母親から父親への，育児に関する要望の伝え方が具体
的である
・ 母親は，父親の育児行動への評価を肯定的な形でフィー
ドバックしている
・ 母親は，「父親が世話をしやすいように」や，「父親の
やる気を失わせないように」と配慮している
・ 母親は，依頼したことの全てができなくても，父親を
認める言葉かけをしている
・ 母親は父親に，育児行動やサポートの要望を具体的に
伝えていない。伝えていても，父親には母親が意図す
るようには理解できていない
・ 母親の，父親の育児行動やサポート行動に対する評価
のフィードバックが少ない，あるいは，「注意する」「怒
る」などの否定的な形でフィードバックしている
・ 父親は，母親からの育児行動へのアドバイスを「聞き
流して」いたり，子どもの世話の依頼を「嫌がる」な
どの態度がある。
役割認識／期
待
・役割認識と役割期待が沿っている
・ 父親の役割認識が，その家族の特徴をふまえたものと
なっている
・ 母親からの役割期待が，父親にわかりやすく示されて
いる
・役割認識と役割期待が沿っていない
・ 父親の役割認識が一般的な父親役割にとどまり，家族
の特徴にあっていない
・ 母親からの役割期待が，父親に示されていない，また
はわかりにくい
・母親が父親に役割を期待していない
父親の育児行
動に対する知
覚・評価
・ 父親は育児を十分やってくれており，不満はないと感
じている
・ 母親は，自分の育児のやり方を，父親が認めてくれて
いる，尊重してくれていると感じている
・互いの育児を認め合っている
・父親は，育児行動に自信をもっている
・ 父親の育児行動に不十分さを感じるが，とりあえずそ
れでよいと妥協している
・ 母親は，「父親が言わないとやってくれない」，「自分か
ら気がついてくれない」と感じている
・父親は，育児行動に自信がもてない
父親のサポー
ト行動に対す
る知覚・評価
・ 母親は，父親からのサポートを知覚し，肯定的に評価
している
・ 母親は，父親にどのようにサポートをしてほしいかを
伝えている
・ 父親は，その時の母親の状況を見て，母親の助けにな
ることを考え，サポートしている
・ 父親が母親へのサポートを，日常生活の中で「普通の
こと」と感じている
・ 母親は，父親から受けているサポートを知覚していな
いか，知覚していてもサポート感が低い
・ 母親は父親にどのようにサポートをしてほしいか，表
現していない
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に分かりやすい示され方となっていた。母親は，父親の
育児行動や，母親へのサポートの希望を具体的に表現し
ており，それらへの評価については，「父親が世話をし
やすいように」「父親のやる気を失わせないように」と
配慮しつつ，肯定的な形でフィードバックしていた。さ
らに，父親が依頼したことを全て実施できなくても，実
施してくれたことをほめるなど，父親の育児への関わり
を認める言葉かけを心がけていた。
　〔父親の役割認識と母親の役割期待〕について，これ
らのケースでは，父親は，「（母親の児に関する決定の仕
方が）行き過ぎるところがあるから，僕が引き止めて，
一緒の歩調で決めるようにする」「（母親は）目の前のこ
とに集中しているので，一歩引いた視点に立って，全体
の舵取りをしてあげる」など，母親の育児の様子，状況
や，家族としての日常生活の特徴から，自身の役割を引
き出し，認識していた。またそれらは，母親の役割期待
に沿ったものとなっていた。
　〔父親の育児行動，母親へのサポート行動に対する両
親それぞれの知覚・評価〕を見ると，父親は多くの育児
行動を行っており，父親自身，母親ともにそれを肯定的
に評価していた。サポート行動では，父親は，その時の
母親の状況から，母親の助けとなることを自ら考え行っ
ており，サポート行動は日常生活の中で「普通のこと」
となっていた。母親は父親からのサポートを知覚してお
り，肯定的に評価していた。
　これらのケースでは，父親は，母親の状況などの家族
の生活の様相に沿って，自らの役割を考え認識して育児
行動やサポート行動を行っており，それは母親の役割期
待に沿っていた。このことは，父親自身の育児行動，サ
ポート行動への肯定的評価と，母親のそれらに対する肯
定的評価につながっていた。両親相互の協力を促す働き
かけが支援的であることから，父親の育児行動やサポー
ト行動は促進され，両親の協働感はともに高められてい
た。
２）両親間の育児における協働感に差がみられたケース
　両親間の育児における協働感に差がみられたケースは
A，C，Eであった。
　〔両親のコミュニケーションと働きかけ〕では，母親
からの役割期待が父親に示されておらず，父親には分か
りにくい状況であった。母親は，父親の育児への関わり
や母親へのサポートに関する希望を具体的に表現してい
なかったり，表現していても，父親がそれに注目してい
なかった。また，「（世話についての）アドバイスを，（父
親は）その時しか聞いていなくて，次に同じ状況が起こっ
たときにそれが活かせない」のように，父親が母親の考
えるようにはとらえきれていない状況がみられた。さら
に，母親の父親の育児行動や母親へのサポートに対する
評価のフィードバックは少なく，また，フィードバック
がされていても「注意する」「怒る」などのネガティブ
な形が多く使われていた。
　〔父親の役割認識と母親の役割期待〕について，ケー
スCでは，父親が役割認識として，「基本的にこどもの
ことは相談しあう」としているのに対し，母親は，「相
談した時に，意見を言ってほしい，方向性を出してほし
い」と，父親に舵取りの役割を期待していた。ケースE
では，父親は「女房や子どもの支えになれればよい」こ
とを役割認識として述べていたが，母親は，父親がこど
もと直接の関わりを多くもつこと，こどもの治療などの
意思決定が必要な時にイニシアチブをとってほしいこと
を期待しており，父親の役割認識と母親の役割期待が
沿っていなかった。
　〔父親の育児行動，母親へのサポート行動に対する両
親それぞれの知覚・評価〕を見ると，両ケースの父親とも，
医療的なケアを含め多くの育児行動を行っていた。しか
し，それらの育児行動は，母親が期待していた役割とは
ずれが見られていたため，父親自身は自身の育児行動に
ついて肯定的にとらえ，評価が高いのに対し，母親から
の父親の育児行動への評価では，「世話に不十分さを感
じる」「とりあえずそれでよいと妥協している」「自分か
ら気がついてくれない」など，十分行えていないという
内容となっていた。さらに，父親の母親へのサポート行
動は，父親自身が実行可能と考える内容にとどまり，母
親のサポートニードや，そのときの育児をとりまく状況
にあわせたサポートになってはいなかったため，父親が
サポート行動を多く行っていても，母親はサポートとし
て知覚しておらず，サポート感としては低いものとなっ
ていた。
　これらのケースでは，父親の役割認識は社会一般的な
父親役割にとどまっており，それが母親の役割期待とは
沿っていなかった。このことは，父親の育児行動，母親
へのサポート行動と，母親のそれらへの評価のずれにつ
ながっていた。また，両親相互のコミュニケーションや
働きかけが少ない，または否定的な形であったことから，
ずれの修正には効果的には作用しておらず，両親の協働
感に差を生じさせていた。
３）育児における協働感が両親ともに低かったケース
　育児における協働感が両親ともに低かったケースはB
であった。
　〔両親のコミュニケーションと働きかけ〕では，母親は，
受診で医療者に言われたことや訓練での児の様子などを
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父親に伝えていたが，「基本的には私が分かっていれば
いいこと」「（児のことは）私に任されている」ととらえ
ていた。一方父親は，「妻から報告を受ける感じ」と述べ，
自分から日中の児の様子などを聞くことはあまりしてい
なかった。両親とも，相談するということはあまりない
と述べ，ほとんどのことは母親が決定していた。
　〔父親の役割認識と母親の役割期待〕について，ケー
スBでは，母親が「夫が外で仕事をしているのと同じよ
うに，育児は私の仕事である」と述べ，父親に育児にお
ける役割を期待してはいなかった。また父親も，「育児
のことはすべて妻に任せてあるし，そういうものだと理
解している」と述べ，役割として認識している内容は表
現されなかった。
　〔父親の育児行動，母親へのサポート行動に対する両
親それぞれの知覚・評価〕をみると，父親は，児の入浴
の世話とあそびを実施しており，母親もそれについては
認めていた。母親自身は，父親が「児の食事の世話がで
きるとよい」と思うこともあったが，育児は「自分にとっ
て仕事である」ため，父親にそれを依頼することはして
いなかった。母親は父親を厳しい人であると表現し，い
たわりなどの精神的なサポートの部分は父親には期待し
ていなかった。
　このケースでは，両親がともに伝統的な役割認識を
もっているため，役割期待と役割認識は一応一致してお
り，父親の育児行動，母親へのサポート行動と，母親の
それらへの評価のずれは表面化してはいなかった。また，
こどもの身体状態が比較的安定しており，世話に工夫が
必要ではあるものの，医療的なケアがないなど，状況と
して母親ひとりで実施可能なことから，両親が大きな葛
藤を体験することなく生活できていた。しかし，結果的
に母親がひとりで育児を担い，父親は育児への関わりが
少ないことから，育児における協働感は両親とも低かっ
た。
Ⅵ．考　察
１ ．両親の育児における役割認識，役割期待のあり方と，
育児における協働感の関係
　育児における協働感が両親ともに高かったケースと，
協働感に差が見られたケースでは，母親からの役割期待
と父親からの役割認識のあり方に違いが見られた。協働
感がともに高かったケースでは，父親は子どもや家族の
状況から，自身の役割を自ら再構成し，それにより育児
行動，サポート行動を実施していた。この段階で，父親
は母親からの役割期待を自らの役割認識に柔軟に取り入
れることが出来ていたため，両親の役割期待と役割認識
は一致し，協働感を高めることができていたと考えられ
た。一方，協働感に差が見られたケースでは，父親はあ
る一定の役割を認識し，それにそって育児行動，サポー
ト行動を実施しているが，その役割認識は，子どもや家
族の状況から再構成されたものではなく，伝統的な父親
役割，あるいは社会一般的な父親役割から導かれたもの
であった。結果的に，今の父親に対処可能なことを役割
として認識するにとどまり，家族としての生活や母親か
らの役割期待が取り入れられてはいなかったことから，
両親の役割期待と役割認識はずれを生じ，協働感にも差
が生じていたと考えられた。Pelchat９）らの研究において，
父親が育児における役割を「家族の外側」，すなわち社
会的に期待されるものという視点から考える傾向がある
一方，母親は，子どもや家族の状況から自分自身がどの
ような役割をとる存在でありたいかを考えることが報告
されており，両親の役割調整を行う必要を述べている。
これより，育児における協働感には，母親の役割期待と
父親の役割認識の相違が影響していることが示唆され，
両親の役割認識と期待を，子どものニーズ，家族・両親
の状況にあったものに調整する看護援助が必要であると
考えられた。
　一方，両親がともに伝統的な役割分担を受け入れ，実
行している両親では，役割認識と役割期待は一致してい
るものの，育児における協働感は低かった。いわゆる
伝統的な役割と両親の育児の関連で論じられている研
究10）11）では，父親の伝統的な役割認識による育児への
関わりの少なさに言及しているものとともに，母親の「ケ
アを実施する役割は，母親の方が適している」という強
い信念が，母親が父親の育児への関わりを制限する行動
につながり，母親による父親の育児行動，疾患マネジメ
ントに対する評価に影響していることも指摘されてい
る。今回は，これに該当したケースが１例のみであった
ため言及できる内容には限界があるが，両親ともに協働
感が低いケースについては，他の影響要因とあわせてア
セスメントする必要があると考える。
２ ．父親による育児への関わりと母親へのサポートに対
する，両親それぞれの知覚・評価と，育児における協
働感の関係
　育児における協働感が両親ともに高かったケースと，
協働感に差が見られたケースでは，父親の育児への関わ
りと母親へのサポートに対する，両親それぞれの知覚・
評価に違いが見られた。すなわち，育児における協働感
が両親ともに高かったケースでは，父親が自身の育児へ
の関わりを肯定的にとらえ，母親も父親の育児への関わ
りを肯定的に評価していたのに対し，協働感に差が見ら
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れたケースでは，父親は自身の育児への関わりを肯定的
にとらえている一方で，母親は父親の育児への関わりに
不足や不満を感じていた。また，父親から母親へのサ
ポートについて，協働感が両親ともに高かったケースで
は，父親は母親のサポートニードを認識し，それに沿っ
たサポートを実施することを日常生活の中に組み込んで
おり，母親は父親からサポートされていることを自覚し
ていたのに対し，協働感に差が見られたケースでは，父
親のサポートが母親のニードに沿っていなかったり，母
親がサポートされていることを自覚していなかったりし
た。これより，育児における協働感には，父親の育児行
動，母親へのサポート行動に対する母親，父親それぞれ
の知覚と評価が影響していることが示唆された。
　障害児，慢性疾患児の両親を対象とした研究９）12）13）
では，父親が自分の育児参加を母親の助けになっている
ととらえる一方で，母親は父親の育児への参加をあまり
意識しておらず，むしろ父親への不満を多く感じている
傾向にあったことや，母親が父親のケアの能力を低く評
価し，父親に育児参加を促すことを積極的には考えてい
なかったことを報告しており，このような母親の行動が，
父親のケアへの関わりにくさや，ケアに対する自信のも
ちにくさを強めることから，ますます母親が父親の育児
への評価を低め，不満を増大させる悪循環を作り出す可
能性を指摘している。これらより，母親が父親の育児行
動，父親から母親へのサポート行動を肯定的に知覚，評
価できるよう，また父親が，自分の育児行動と母親への
サポート行動を肯定的に評価し自信をもつことができる
よう，援助する必要があると考える。
３ ．両親相互のコミュニケーションや働きかけと，育児
における協働感の関係
　両親相互のコミュニケーションや働きかけには，大き
く２つの内容が存在した。一つは，「ほめる」，「父親の
育児への関わりを認める言葉かけをする」などの，互い
に支え，認め合うコミュニケーションであり，もう一つ
は「父親が世話を行いやすいように伝える」「実施して
ほしいことを具体的に示す」などの，育児行動を補完す
る態度・行動であった。育児における協働感が両親とも
に高いケースでは，これらの内容が多く，肯定的な形で
表現されている一方で，協働感に差が見られるケースで
は，コミュニケーションは行われていてもそれが悪循環
パターンとなっていたり，育児を補完する態度や行動が
否定的であるなど，効果的に機能していなかった。これ
より，互いに支え，認め合うコミュニケーションと育児
行動を補完する態度・行動が，肯定的，効果的に機能す
るよう，援助する必要が示唆された。
　一方，両親間のコミュニケーションのあり様や，育児
行動を補完する態度や行動は，両親間の役割認識と役割
期待のあり方や，父親の育児への関わり，母親へのサポー
トに対する両親それぞれの知覚・評価と関連しながら表
現されていることから，互いに支え，認め合うコミュニ
ケーションや育児行動を補完する態度・行動を肯定的，
効果的なものに促す援助を行いつつ，両親間の役割認識
と役割期待のあり方や，父親の育児行動，母親へのサポー
ト行動に対する両親それぞれの知覚・評価の変化に注目
する必要があると考えられる。
Ⅶ．結　論
　本研究により，以下のことが明らかとなった。
１ ．育児における協働感が両親ともに高いケースでは，
父親の役割認識は，子どもや家族の状況，母親からの
役割期待を柔軟に取り入れたものとなっていた。また，
父親の育児への関わり，両親相互のサポートに対し，
母親，父親自身ともに肯定的にとらえていた。
２ ．協働感に差があるケースでは，父親の役割認識は伝
統的あるいは社会一般的な役割に基づいており，子ど
もや家族の状況，母親からの役割期待が包含されてい
なかった。また，父親は自身の育児への関わりを肯定
的にとらえる一方で，母親は父親の育児への関わりに
不足や不満を感じていた。さらに，父親の母親へのサ
ポートは母親のニードに沿っておらず，母親は父親か
らのサポートを知覚していなかった。
３ ．両親のコミュニケーションと働きかけには，「互い
に支え，認め合うコミュニケーション」と，「育児行
動を補完する態度・行動」が含まれ，協働感がともに
高いケースでは，これらの内容が多く，肯定的な形で
表現されている一方で，協働感に差があるケースでは，
両親のコミュニケーションが悪循環となっていたり，
育児を補完する態度・行動が否定的であるなど，効果
的に機能していなかった。
Ⅷ．おわりに
　本研究では，健康児と障害児の両親の協働感の相違に
基づき，障害児の両親の相互協力のあり様を検討するこ
とにより，障害児の両親の相互協力を記述的に明らかと
した。今後は，看護援助モデルの開発とそれに基づく介
入研究により，看護援助プログラムを構築することが課
題である。
　本研究は，公益信託　山路ふみ子専門看護教育研究助
成基金，千葉大学21世紀COEプログラム「日本文化型
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看護学創出・国際発信拠点」特別研究奨励費の支援を受
けて実施しました。深く感謝いたします。
　本研究を進めるにあたり，ご指導いただきました，千
葉大学看護学部中村伸枝教授，荒木暁子前准教授に感謝
申し上げます。
　本論文は，千葉大学大学院看護学研究科における博士
学位論文の一部である。
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THE RELATIONSHIP BETWEEN PARENTING ALLIANCE AND CONDITIONS OF MUTUAL SUPPORT 
IN PARENTS OF PRESCHOOL CHILDREN WITH SPECIAL NEEDS
Naho Sato
School of Nursing, Chiba University
　　KEY WORDS : 
children with special needs, parents’ mutual support , parenting alliance
 The purpose of this study was to explore the relationship between parenting alliance in the context of childcare 
and conditions of mutual support in parents of preschool children with special needs. A total of 6 pairs of parents of 1- 
to 6-year-old children with special needs were recruited from an outpatient clinic at a rehabilitation center. Each pair 
completed the Parenting Alliance Measure Japanese version （PAM） and a semi-structured interview regarding the 
conditions of mutual support. 
 The following results were obtained: 1） The pairs in which both parents reported high parenting alliance had 
shared perceptions and positive views regarding their role in childrearing, the father’s involvement, and spousal sup-
port. These fathers flexibly adjusted their roles to the child/family conditions, and had confidence in taking care of their 
child. 2） The pairs in which a wide gap in evaluations of parenting alliance or low parenting alliance were had discrep-
ant views on their role in childrearing, the father’s involvement, and spousal support. The mothers felt dissatisfaction 
due to the fathers’ lack of involvement, whereas the fathers believed that they gave assistance to the mothers. 3） Sup-
portive communication and reciprocal parenting behavior were identified as important interactions between mothers 
and fathers. The pairs in which both reported high parenting alliance showed positive patterns for these interactions, 
whereas the pairs in which a wide gap in evaluations of parenting alliance or low parenting alliance showed negative and 
ineffective patterns.
